
●タグライン一覧 

①美味しいは、美しい。（株式会社島田組 若井様） 

・美しい自然環境と、食の美味しさを関連付け、食を求めて南魚沼市に訪れたいただきたい 

②ゴカンでゴハン（株式会社島田組 若井様） 

 

③RICE IS LIFE！（八海醸造株式会社 上村様） 

 

④美食の街 南魚沼（株式会社自遊人 近藤様） 

⑤雪が紡ぐ、豊かな味わいの物語（株式会社自遊人 近藤様） 

 

⑥ウ米ごっつぉ南魚沼（六日町観光協会 坂大様） 

 

⑦心安らぐ美食の里山へ（ゆきぐに信用組合 森下様） 

・「南魚沼」と言えば、一般的に「米」と「酒」が美味いというイメージだと思うが、今はそれを「現地」に行かなくても

どこでも楽しめる。 

・わざわざ当地に赴いてくれる方は「人」に会いにくるのだと思う。観光客向けの商売の方のみではなく、そこに住む

地域の方が「自分の住む南魚沼」に「誇り」をもっていることが重要であり、対内向けの PR もできるタグラインであ

る必要があると感じる。 

 

  

・語呂を意識 

・RICE＝お米は南魚沼にとって一番の PR ポイントであると思ったので一言で端的に表しました。美味しいはも

ちろん、四季折々の美しい田園風景、南魚沼のブランドを支える農家の人々、南魚沼のお米を使った料理を

提供する飲食店、お米の加工業者さん、酒蔵…雪国の雪解け水が田畑を潤し、美味しいお米がつくられること

も表現できたらと思います。 

・市を挙げて日本一の美食の街ブランディングを推進するにあたり、分かりやすさでいえば単に「美食の街 南魚

沼」と称してもいいように感じたため。 

・もう少し深い想いをタグラインに込められたら良いと思い考えました。 

・南魚沼の食は雪の恩恵によるものだと思い、雪というキーワードを加えました。WS での意見でもあったように、お

米以外の食のコンテンツが豊富にあること、八色しいたけや和からしマスタードなどのブランド品や雪国を生きる

人々の知恵が詰まった保存食や発酵食など、をその背景であるストーリーも含めて発信していきたいという思いを

込めています。そして、南魚沼を代表する鈴木牧之氏の「北越雪譜」に肖ってこのタグラインを考えました。 

・米が中心であるが、ごっつぉ（ご馳走）もあることを示す 
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⑧やっぱりいいね（南魚沼地域振興局 星様） 

⑨やっぱりおいしい（南魚沼地域振興局 星様） 

・戦略１「美食の街ブランディング」から。一度来て食べて満足ではなく、何度も来たくなる・食べたくなることを目

指す意図。食だけでなく、体験や景色などの満足感も「おいしい」で表現。「おかわり」もいいかも。 

⑩おいしいをおかわり（南魚沼地域振興局 星様） 

⑪人生に必要なものはここにある（南魚沼地域振興局 星様） 

⑫噛めば噛むほどわかる（南魚沼地域振興局 星様） 

 

⑬ゼッピン雪国宣言（株式会社ラフカンパニー 佐藤様） 

・ゼッピン（あえてカタカナ）は若者にも刺さりやすく、絶品は美食に変わる質を表す言葉として考えました。食の

イメージの他に物や景色など食以外への広がりも込めました。 

 ・「雪」雪の恩恵が水、酒、農作物、アクティビティ、生活（人）に関わる重要な要素と思い使いました。「国」

土地に関する言葉を入れることで足を運んでもらうことをイメージし易いかと思い使いました。 「宣言」はこれから

観光をもっと強くするという意志の現れです。また、ちょっと強めの言葉のチョイスで受け入れ側の地域の皆さんを鼓

舞できたらと思いました。 

 

⑭自然と美味しい 

⑮セカンドハウス 南魚沼 

⑯えちごの冷蔵庫（冷凍庫） 

⑰人と水が循環する街 

⑱四季を味わう里山 

⑲山河の恵みの（が）集う場所 

⑳四季を映す水田鏡 

 

●その他意見 

・【四季＝色】をイメージしたものがほしい。 

(春⇒新緑／夏⇒深緑／秋⇒赤・黄・金／冬⇒白) 4 シーズン・4 カラー・4 食？色を楽しめ！ 

・｢こんなとこ来とうなかった！｣を｢やっぱり来て良かった！｣に変える。(いまさら感はあるが...) 何を食いに来る

が？今日は何食べる？⇐疑問形や方言を使って。 

 

・リピーターが多い→一回来てもらえると良さがわかる、また来たくなる。再訪して良さをさらに感じてほしい。安心

感やほっとする感じ。 

・リピーターが多いという実態から、「旅行をリピートする」と「ご飯をお替りする」２つの意味をかけています。 

・南魚沼は食（食べることはなくてはならない）や自然（心を震わせ、時として人生観も変えてくれる）が豊か

で、来訪者は人が生きる上で必要なものや経験を得ることが出来る。 

・特産の米を咀嚼して味わうことと、何度もリピートしてもらうことで地域の良さを体感できることを掛けている。

（市観光協会の調査によると、観光客はリピート客が多くを占めるとのことで、市には「また来訪したい」と思える

魅力があるということ。） 


